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新規食品工場稼働のお知らせ 

 

当社グループの宮城製粉株式会社（本社：宮城県亘理郡亘理町、代表取締役：後藤浩一）の新工場が

竣工し、2024年４月23日（火）に竣工式を執り行うことをお知らせいたします。４月中より試運転を行

い、順次商品の出荷を開始する見通しです。 

 

従来、宮城製粉株式会社では、第一工場で冷凍の大根

おろし、第二工場で冷凍の団子、第三工場でレトルトの

カレー、石巻工場で鮭フレーク、石巻第二工場で煮豚な

どを製造してまいりましたが、既存の工場だけではお客

様の需要にお応えするには限界となりつつあり、供給能

力の増強や新商品開発の強化などを目的に新工場を建設

いたしました。 

 

この度の新工場を建設することにより、宮城製粉株式会社の工場床面積は延べ約19,590㎡と以前の延

べ10,339㎡から約1.9倍の規模になり、生産能力は従来比約2.5倍となります。これにより当社が保有する

国内グループ工場の中でもトップクラスの生産量となります。 

当社は2026年度までの中期経営計画を掲げ、中期経営計画期間内にＰＢ比率を37％、長期的には40%

まで高めていくことを目標としております。引き続き国内グループ工場の製造能力増強に向けて積極的

に取り組み、生産効率のさらなる向上を図るとともに、当社の強みであるプライベート商品の拡充を目

指してまいります。 

 

■宮城製粉亘理本社工場の主な製品 

 

 

《新工場外観》 



■SDGsへの取り組み 

 新工場に導入する冷凍設備の冷媒には「自然冷媒」を採用いたします。また、太陽光発電設備を設置

しその電力を使用することで地球温暖化への影響を軽減し、サステナブルな工場を目指してまいりま

す。 

 

■新工場の概要 

所在地 宮城県亘理郡亘理町逢隈高屋字堂田42番11 

面積 敷地面積：50,000.01㎡   延べ床面積9,251.12㎡ 

竣工日 2024年３月29日 

設備投資額 約81億円（用地取得費含む） 

主な製造ライン レトルトライン、チルド惣菜ライン、冷凍菓子ライン 

従業員数 91名（2024年４月１日時点） 

製造アイテム数 約50アイテム 

 

■本件に関するお問い合わせ先 

 株式会社神戸物産 経営企画部ＩＲ・広報課 高木・市位 

電話：079-458-0339 


